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平均年齢 20.37 歳(釦~1.99) であった。
2 調査手続き 2014年7月から 8月にかけて調査を実施した。調査依頼は全て縁故法で行った。
3.調査内容年齢，性別，所属大学，所属学部，学年の他に，以下の質問群を使用した。
(1)いじめられた体験の有無:いじめられた体験を確認するために「はいJI rいいえ」を選択す









いじめられたことがあると回答したのはお名 (27.4%)，ないと回答した人は 73名 (71.6%)，不


















ととした。分類の結果 r話を聞く」が 10項目， r問題解決のための行動」が8項目， r加害者への
働きかけ」が5項目， rいじめとは直接関係のない行動」が6項目， r態度」が 8項目， r被害者への










































ないと回答した調査対象者は 133名 (57.3%)であった。体験あり群 (42.7%)は坂西(1995)の










































































































































































































































































範囲 最小値 最大値 a 
4.50 1.00 5.50 72 
4.75 1.00 5.75 70 
5.00 1.00 6曲 52 
5.00 1.00 6叩 72 
4.00 1.00 5曲 91 
4.00 1.00 5曲 87 
4.00 1.00 5叩 90 
4.00 1.00 5曲 95 
4.00 1.00 5曲 91 
4.00 1.00 5凹 93 
次に，各因子について Cronbackの α係数を算出したところ， 1項目を除外すると「居心地の良
さの感覚」の，同じく 1項目を除外すると「被信頼・受容感」の a係数の値が上昇することが示さ
れたため，以上の2項目を除外して再度 α係数を算出，因子分析を行った。最終的な α係数は「居
















に正の影響を与えていた (β=.49，p<.05)。また， r居場所づくり」の影響は有意傾向であった (β





2 3 4 5 6 
1.他者との関係 .67 *事 62事申 36事* .46事 49事
2.新たな可能性 50事* .26事 34ホ・ .32.事
3.精神性的(スピリチュアルな)
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居心地の良さの感覚 M 3.57 3.61 .50 
(SD) (.78) (.63) (209) 
充実感 M 3.89 3.88 .10 
(SD) (.79) (.75) (209) 
被信頼・受容感 M 3.26 3.22 .32 
(SD) (.96) (.70) (155.62) 
5.体験あり群と体験なし群の他者からの支援の捉え方の違い
体験あり群と体験なし群の適応感の違い.青年用適応感尺度の因子ごとにt検定を行った(Table7)。
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